
 
 

 

 

２０１０年代 ２０２０年代 ２０３０年代 ２０４０年代

低軌道
～
地表

静止軌道
～
低軌道

月軌道
～
静止軌道

惑星以遠
～
月

Ref)
http://www.ibtimes.com/virgi n- galac tics -spac eshi p- compl etes -sec ond- fli gh t- tes t-14 03309

©JAXA

©JAXA

©JAXA

©JAXA©JAXA

Ref)AIAA-99-4944

Ref)
http://www.tsi.lv/space/SGS1020_4-
130/Koroteev.pdf

ｻﾌﾞｵｰﾋﾞﾀﾙﾌﾟﾚｰﾝ

基幹ﾛｹｯﾄ 新型基幹ﾛｹｯﾄ

部分再使用ﾛｹｯﾄ

ﾛｹｯﾄTSTO

ﾛｹｯﾄ/ｴｱﾌﾞﾘｰｻﾞTSTO

極超音速旅客機

RBCC SSTO

ﾛｹｯﾄSSTO

原子力推進OTV

CPS

低ｺｽﾄ化
運用性向上
環境緩和

再使用推進系

再使用推進系
軽量構造
ｲﾝﾌﾗｲﾄ飛行計画

軽量熱防護構造
ｱﾎﾞｰﾄ運用

超軽量構造・熱構造
高性能再使用推進系
耐故障ｼｽﾃﾑ

RAM・SCRAM統合
空力・推進特性統合

ｼｽﾃﾑ安全性
燃料消費効率向上

RAM/SCRAM/ﾛｹｯﾄ統合

ﾎﾞｲﾙｵﾌ低減
入放熱ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

軽量原子力ｼｽﾃﾑ
高効率電気推進

http://www.nasa.gov/expl orati on/about/isec g/

電気推進OTV

大推力電気推進電力・
熱ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
深宇宙航法/誘導

緊急離脱ｼｽﾃﾑ
ﾌﾙﾀｲﾑｱﾎﾞｰﾄ
ﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

有人ﾛｹｯﾄ

有人宇宙船・着陸船

ECLSS
ﾗﾝﾃﾞﾌﾄﾞｯｷﾝｸﾞ
帰還技術

©JAXA

©JAXA

2050～2060年代

宇宙ｴﾚﾍﾞｰﾀ

出典 NASA
Ref)http://kids. gakke n.co. jp/ka gak u/na ndemo/0812. h tml

日本航空宇宙学会

7-3-2-1 航空宇宙 宇宙輸送

20202010 2030 2040～

様々な波長帯の望遠鏡
ラグランジュ点の利用

様々な形態の宇宙観測．
編隊観測，干渉型高解像度観測

重力天体・小惑星探査 より遠くへ，未知の天体へ

様々な形態の探査技術

有人活動技術
着陸技術

宇宙科学

宇宙探査

自由な太陽系航行技術

天体利用 有人探査

深宇宙港

日本航空宇宙学会

7-3-4. 航空宇宙 宇宙分野 宇宙探査・科学 夢ロードマップ7-3-2-2 航空宇宙 宇宙探査
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日本航空宇宙学会

7-3-2-3 航空宇宙 宇宙利用・地球観測

7-4-1 計算科学シミュレーション
～現状組織と理想の組織ロードマップ～

文部科学省

HPCIコンソーシアム

AIC
S分野１ 生命科学

分野２ 新物質・エネルギー

分野３ 防災・減災

分野４ ものづくり

分野５ 物質と宇宙

HPCI戦略プログラム

分野を横断した 共通の

計算科学・計算機科学の先端
基盤技術開発

HPCIシステムの運用方針や
計算科学技術の振興策などの提言

計算科学シミュレーション
先端基盤国際共同拠点

数学・数理科学、情報科学をバックボーンに持つ研究者が中心となり、分野
毎の研究者との密接なコンタクトをもって共通の先端的基盤技術を構築

欧州：PRACE(Partnership for 
Advanced Computing in Europe)
米国：INCITE program (Oak 
Ridge & Argonne)

計算力学小委員会
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計算科学シミュレーション

日本数学会

日本統計学会

日本物理学会

日本化学会

情報処理学会

計算工学会

日本シミュレーション学会

日本機械学会

日本電子情報通信学会

日本OR学会

数理科学分野：

基礎科学分野：

工学分野：
力学、シミュレーション技術に関する連携

情報分野：
情報化社会と計算機アーキテクチャー（HPCI）

ものづくり企業

情報通信企業

金融証券企業

製薬企業

ソフトベンダー

国研、公的法人

横幹連合

学術会議

“第３の科学”

“第４の科学”

“第１の科学、第２の科学”
日本計算数理工学会

日本応用数理学会

可視化情報学会

JACM
（日本計算力学連合

7-4-2 計算科学シミュレーション ～関連学会とその広がり～

計算科学
シミュレーションと
工学設計分科会が
関連する領域

日本科学関連学会

社会科学関連へ 日本学術会議・計算力学小委員会

7-4-3 計算科学シミュレーション ～心と脳シミュレーション～

（新たな展開と深化を目指して）

疲労を軽減する癒しの構造，
満足度などの理解

20 種類のアミノ酸分子も，親水性という指標によって，8：12 種類，つまり，
2：3 にわけることができる
ヒトの臓器・器官の中には，手足や腎臓のような左右対称で2 つあるものと，心
臓や肝臓のように左右非対称でひとつしかないものがある理由
⇒「外部である大気・羊水に接触していて開放されている臓器は左右対称性を維
持しやすいが，外部との接触がなく閉鎖されている臓器は非対称になりやすい」

小脳皮質と大脳皮質という2人のホムン
クルスが対面していることが、意識の自
己言及性の起源であろう。
⇒ 意識の発生と時間発展を計算機で
シミュレートは今後の課題

各臓器・器官４種類（2種類の機能分子と2種類の情報
分子）あれば基本的な自己増殖が可能に。多細胞生物
の正常状態の細胞：抑制型の酵素分子も必要。それを
コードする情報分子の計６種類の反応ネットワークの
化学反応方程式を解くとヒトの発生過程の臓器の分化
時期がほぼ7回の細胞分裂

社会脳の基盤技術
の達成

人環境での意思疎
通を楽しくさせる社
会

ハンディキャップの
ない脱ストレス社会

リハビリを必要とし
ない再生感覚技術

仮想でも現実でも
ない感覚生成

表情認識・生体技術とエネルギー最適制
御と生体計測 ⇒ 創発的挙動の分析

環境の状況計測 自己・他者・環境のズレ計測

脳活動を計測する 脳の仕組みを解明する

感性をモデル化する

脳科学・感性論 環境との相互性を解明する

ブレインマシンインタフェース
身体ロボット
感性要素抽出
感性データの計測法
状況収集支援

超臨場感コミュニケーション
認知コーディネイトモデル
思考の自動測定
非侵襲感性計測の確立
疑似体験と実体験の融合

場の身体化と制御
サイボーグ生成
通心技術
脱ハンディキャップ社会の促進
仮想・現実一体化社会

2020 205020402030 時間

計算力学小委員会

●ヒトの脳は約1011個の神経細胞で構成
、各々が1万個の別の神経細胞と結合
の脳のまるごと解析の一部実現
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2010年 2040年2030年2020年 2050年

7-4-4 計算科学シミュレーション ～物づくりシミュレーション～

（新たな展開と深化を目指して）

デジタル解析学（可積分系）

ディジタル解析学（非可積分系）

様々な可積分系の超離散化

超離散化の数学の確立

関数概念の超離散化

分岐理論の発展

精度保障付き数値計算による
計算機援用解析法の発展

大規模カオス系の計算機援用解析
学の確立

トレードオフ解析・ロバス
ト解析短時間に

心と脳に関わるテーマの
設計段階での

見たらシミュレーション
歩きながら大規模
シミュレーション

製品やサービスのシミュレーション

工程のシミュレーション

ユーザーインターフェース，使いやすさの向上 最終成果物の利用者によるシミュレーション

作業者個人単位のシミュレーション 人の特性を組み込んだ高精度な行程シミュレーション

製品のパフォーマンス，品質，安全性能等の設計・製造への作りこみ

医療過誤を防ぐシステ
ム

医療ロボットによるヒューマンエラーの減少 人間の再生能力の向上脳（心）：ヒューマンエラーを
なくすシステムの構築

マルチスケール・マルチフィジクス 要素（原子・分子） 混成複合（分子集合体） 混成統合（生体細胞・組織）

計算力学小委員会

横断型基幹科学技術研究団体連合

7-5 知の統合学の夢ロードマップ
～価値共創するレジリエントな進化型社会を実現する横幹科学技術～
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